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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

山 口 労 働 局 長

1 9 6 4  年 京 都 府 生 ま れ 。 8 6  年 労 働 省 （ 現
厚 生 労 働 省 ） 入 省 。 滋 賀 、 大 阪 、 千 葉 労
働 局 、 本 省 職 業 安 定 局 雇 用 政 策 課 企 画 官 、
宮 崎 労 働 局 長 を 経 て 山 口 へ 。 鉄 道 に 乗 る
こ と が 趣 味 の 「 乗 り 鉄 」 と し て 、 県 内 を
走 る 国 鉄 型 車 輌 に 会 う の が 楽 し み 。

7 6 1

　
３ 月

3 1日 付 で 山 口 労 働

局 長 に 就 任 し た 。 同 局 事務 所 の あ る 山 口 市 に つ いて 「 行 政 中 心 地 に ふ さ わし い 落 ち 着 い た 街 」 と 、印 象 を 語 る 。　
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 の 影 響 に よ り 、 対 人サ ー ビ ス 部 門 で 働 く 女 性や 非 正 規 雇 用 者 へ の ダ メー ジ が 全 国 的 に 集 中 。 山口 県 に お け る 同 部 門 の 構成 比 は 首 都 圏 ほ ど 高 く はな い も の の 、 雇 用 調 整 助成 金 の 申 請 は 毎 月 約 １ 千件 あ る と い う 。 さ ら に 、

雇 用 維 持 と 並 行 し て 人 手不 足 が 「 喫 緊 の 課 題 」  。同 局 で は 今 年 度 行 政 方 針に 「 雇 用 維 持 ・ 労 働 移 動等 に 向 け た 支 援 や デ ジ タル 化 へ の 対 応 」  「 多 様 な人 材 の 活 躍 促 進 」  「 誰 もが 働 き や す い 職 場 づ くり 」 を 挙 げ た 。　
「 安 心 ・ 安 全 ・ 安 定 か

つ 働 き 甲 斐 を 持 て る 社 会で な け れ ば な ら な い 。 地元 の 声 を 聞 き な が ら 自 治体 な ど と も 連 携 を 図 り 、地 域 に 即 し た 施 策 を 進 めた い 」 と 話 す 。

名
な

田
だ

　
裕 ゆ た か

さ ん

種 田 山 頭 火 （ 旧 小 林 寫 真 館 本 店 小 林 銀 汀 撮 影 ）

　
こ れ は 、 地 域 に 根 差 し

た 文 化 芸 術 団 体 の ネ ッ トワ ー ク づ く り や 、 山 口 に関 連 の あ る 優 れ た 古 今 の作 品 に 光 を 当 て る こ と など に よ っ て 「 市 民 の 郷 土へ の 誇 り を 高 め よ う 」と 、 春 と 秋 の 年 ２ 回 開 催さ れ て い る 合 同 発 表 会だ 。 今 年 で 開 催

1 0周 年 を

迎 え 、 ６ 月 に は 芸 術 団 体ら と と も に 歩 ん で き た

1 0

年 の 歴 史 を 振 り 返 る 報 告集 「 み ん な で 燃 や し た 文

化 の 火 ― 市 民 文 化 共 同 発表 会 十 年 の あ ゆ み 」 も 出版 す る 予 定 だ と い う 。　
出 演 す る の は 同 会 に 加

え 、 ① Ｏ ｔ ｏ ｔ ｕ ｍ ｕ ｇｉ サ ク ソ フ ォ ン ・ カ ル テッ ト ② 藤 村 順 子 さ ん ③ ブラ ッ ド オ レ ン ジ ④ む つ み会 。　
① は サ ク ソ フ ォ ン 奏 者

の 甲 斐 尚 美 さ ん が 、 音 楽を 学 ぶ 学 生 た ち と と も に楽 曲 「 Ｄ ｅ ｃ ｉ ｐ ｈ ｅｒ 」 な ど を 演 奏 す る 。 メン バ ー の 中 に は 音 楽 の 道を 志 し て い る 小 中 学 生 もい る 。　
② は 「 浜 辺 の 歌 」 や

「 星 に 願 い を 」 な ど 、 ４曲 を 組 み 合 わ せ た 日 本 の抒 情 歌 メ ド レ ー で 、 ピ アニ ス ト ・ 重 松 大 悟 さ ん の伴 奏 と と も に フ ル ー ト の音 色 を 響 か せ る 。　
③ は パ ー カ ッ シ ョ ン 奏

者 の 川 手 艶 子 さ ん 率 い る音 楽 ユ ニ ッ ト 「 ブ ラ ッ ドオ レ ン ジ 」 が 、  「 ジ ュ ピタ ー 」 と 「 島 人 の 宝 」「 童 神 」  「 花 」 の ３ 曲 を ア

舞 う 。　
そ し て 、 主 催 の 「 明 日

を 紡 ぐ 大 地 の 会 」 は 、 朗読 劇 「 い の ち の 道 し る べ

 

－

種 田 山 頭 火 の 世 界 ・ 前
編 」 を 上 演 す る 。 世 界 大恐 慌 や 関 東 大 震 災 、 戦 争な ど 、 俳 人 ・ 種 田 山 頭 火が 生 き た 時 代 の 社 会 情 勢と 照 ら し 合 わ せ な が ら 、彼 が 詠 ん だ 俳 句 を 読 み 解き 、 作 品 に 込 め ら れ た 思い や 信 条 、 生 き 方 を 表 現す る 。　

同 会 の 福 島 久 嘉 さ ん は

「 世 界 で は 戦 火 が 広 が り
続 け て い る 。 人 間 の 美 しい 生 き 方 を 追 究 し 、 生 きる 道 し る べ と な る 文 化 ・芸 術 が 今 こ そ 必 要 だ と 思う 。 こ の 会 が 『 平 和 で 心豊 か な ふ る さ と を ！ 』 とい う 思 い に あ ふ れ る 平 和の 祭 典 と な る よ う 出 演 者一 同 願 っ て い る 」 と 話

す 。　
チ ケ ッ ト は 、 大 人 １ 千

円 で 高 校 生 以 下 は 無 料 。前 売 り 券 に つ い て な ど 、問 い 合 わ せ は 福 島 さ ん
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ １

－

２

４ ７ ６ ） へ 。

明 日 を 紡 ぐ 大 地 の 会 が 「 女 流 芸 術 家 発 表 交 流 会 」
種 田 山 頭 火 の 世 界 を 表 現 し た 朗 読 劇 な ど

2 9日

レ ン ジ し た 沖縄 メ ド レ ー を演 奏 。 同 舞 台に 立 つ の は ３年 ぶ り だ 。　
花 柳 文 都 姫

さ ん が 会 主 の④ は 、  「 黒 田節 」  「 お て もや ん 」  「 秋 田大 黒 舞 」 の ３曲 と 、 清 元「 青 海 波 」 を

　 「 明 日 を 紡 ぐ 大 地 の 会 」  （ 福 島 光 子 代 表 ） に よる 「 女 流 芸 術 家 発 表 交 流 会 」 が 、

2 9日  （ 日 ）  午 後

１ 時 半 か ら ニ ュ ー メ デ ィ ア プ ラ ザ 山 口 （ 山 口 市熊 野 町 １ ） で 開 か れ る 。 サ ン デ ー 山 口 な ど 後援 。

次 回 は 5 月 2 5 日 掲 載

学
　 　

ぶ

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

2 4

日  ︵ 火 ︶  :

川 嵜 真 実 展 ―

書 ・ 抽 象 ・ 風 景 画 ︻ フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 ︼

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

1 9 2 9

５ 月

2 4日  （ 火 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー
「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」

（
新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

１ 家 族 １ ０ ０ 円（ 保 険 料 な ど ） と きと こ ろ料 金

▲  コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

５ 月

2 4日  （ 火 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

　
初 め て の 参 加 で 、 少 し 緊 張 し て い

ま し た が 、 ス タ ッ フ の 方 々 が 皆 さ ん気 さ く で 、 リ ラ ッ ク ス し て 過 ご せ まし た 。 皆 さ ん 目 を 配 っ て く だ さ り 、子 ど も と 遊 ん で く だ さ っ た の で 、 久し ぶ り に 安 心 し て ボ ー ッ と す る こ とが で き ま し た 。　 　 　 　

（ ペ ン ネ ー ム

　
み つ や さ ん ）

ひ ろ ば 参 加 者 の 感 想

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す

※ コ  ロ ナ の 感 染 状 況 に 応 じ て 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す 。

次 回 は ６ 月

2 8日  （ 火 ）  開 催 予 定 で す ♪

　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や ま

ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ま す 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 状 況 に 応 じて 、 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す の で 、あ ら か じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申し 上 げ ま す 。 　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ る

ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出 会 いの 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プ ロ グ ラム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過 ご せ る 空間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 い つ 来 て い つ 帰 っ て も Ｏ

Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、 お 友 だ ち を つ く りた い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い 。

　
コ ー プ の お 店 こ こ と で は 、 父 の 日 に ち

な ん で 「 お 父 さ ん の 絵 」 を 募 集 中 で す ！掲 示 は 特 設 コ ー ナ ー に て 。 募 集 期 間 は ６月

1 2日  （ 日 ）  ま で 。 画 用 紙 を サ ー ビ ス カ ウ

ン タ ー に て ご 用 意 し て お り ま す 。

コ ー プ の お 店 こ こ と

　
「 お 父 さ ん の 絵 」  募 集 中 ！

サ  ン  デ  ー  美  術  館

2 8 9

も 立 て ず に 闇 の中 に 浮 か び 上 が

っ て き ま す 。 こ の 静 寂 も また 、 こ の 絵 の 魅 力 の 一 つ とい え る で し ょ う 。　
し か し 、 細 部 の 迫 真 の 描

写 こ そ が 、 こ の 静 物 画 を 描い た 画 家 ・ 野 田 弘 志 の 真 骨頂 。 触 る と 「 カ サ カ サ 」 と乾 い た 音 を 立 て そ う な 葉 っぱ 。 指 で 押 す と 「 グ ジ ュ グジ ュ ッ 」 と 凹 み そ う な 熟 した マ ン ゴ ー 。 そ し て 、 この 、 な ん の 変 哲 も な い キ ウイ 。 一 本 一 本 描 か れ た 表 皮の 毛 は 圧 巻 で す 。　 「 ジ ョ リ ジ ョ リ ・ ・

・
」  。

　

5 0年 前 、 ま だ 珍 し か っ た

こ の 奇 妙 な 物 体 を 初 め て 触っ た 時 の あ の 感 触 が ま ざ まざ と 蘇 っ て き ま し た 。※ 「 野 田 弘 志 展 ― 真 理 の リア リ ズ ム 」  （ ６ 月

1 9日 ま

で ） 展 示 作 品 よ り

　
こ の 絵 の タ イ ト ル は 、≫

マ ン ゴ ー

≪

。 紹 介 し て

い る の は 、 そ の 部 分 で す 。　 「 ん っ ！

　
マ ン ゴ ー ？

　

こ れ が ？ 」  。 も ち ろ ん こ れは キ ウ イ 。 実 は こ の 絵 は 、干 か ら び た バ ラ 、 少 し 傷 んだ マ ン ゴ ー 、 そ し て ２ 個 のキ ウ イ が 、 一 面 の 黒 を バ ック に 注 意 深 く 配 置 さ れ た 静物 画 な の で す 。　
じ っ と 見 て い る と 、 克 明

に 描 か れ た 一 つ 一 つ が 、 音 キ ウ イ  の リ ア ル

《 マ ン ゴ ー 》（ 部 分 ） 　 野 田 弘 志
1 9 7 0 年 　 ふ く や ま 美 術 館 寄 託

県 立 美 術 館 副 館 長　 　 　 　 　 　 　

河 野

　
通 孝

展 示 作 品 を 持 つ 垂 井 さ ん （ 左 ）と 土 谷 さ ん

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ４ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ８ ７ 件 、 死 者 数 １ 人 、 負 傷 者 数 ９ ８ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 増 減 な し 、 １ 人 減 、 増 減 な し だ っ た 。

土 谷 寛 子 さ ん と 垂 井 美 穂 さ ん  の  「 ア ー ト 展 」

ま な び 館  「 マ ン ス リ ー 企 画 」

～  ２ ２ 日
　
刺 繍 イ ラ ス ト レ ー タ ー

の 土 谷 寛 子 さ ん と 、 テ キス タ イ ル 作 家 の 垂 井 美 穂さ ん の 作 品 約

3 0点 が 並 ぶ

「 身 近 に 感 じ る ア ー ト展 」 が 、 山 口 ふ る さ と 伝承 総 合 セ ン タ ー （ 山 口 市下 竪 小 路 ） ま な び 館 で 、
2 2日  （ 日 ）  ま で 開 か れ て い

る 。 入 場 時 間 は 午 前 ９ 時か ら 午 後 ５ 時 ま で で 、 無料 。 昨 年

1 1月 の リ ニ ュ ー

ア ル オ ー プ ン を 機 に 、 今年 ２ 月 か ら 同 館 で 展 開 さ

れ て い る 「 マ ン ス リ ー 企画 」 の 一 つ だ 。　
土 谷 さ ん は １ ９ ８ ３ 年

山 口 市 生 ま れ 、 神 奈 川 県育 ち 。 ２ ０ ０ ３ 年 に 渡 英し 、 サ リ ー

･

イ ン ス テ ィ

チ ュ ー ト ・ オ ブ ・ ア ー ト＆ デ ザ イ ン （ 現 Ｕ Ｃ Ａ 芸術 大 学 ） で １ 年 間 美 術 を学 ん だ 。 帰 国 後 、 会 社 勤め の 傍 ら 創 作 を 続 け 、 油絵 教 室 、 シ ル ク ス ク リ ーン 工 房 な ど に 通 い 作 品 作り 。

1 1年 に シ ル ク ス ク リ

生 ま れ で

2 1年 か ら 山 口 市

の 地 域 お こ し 協 力 隊 を 務め て い る 垂 井 さ ん は 、 多摩 美 術 大 グ ラ フ ィ ッ ク デザ イ ン 科 を 卒 業 し 、

1 5年

か ら

1 7年 ま で ス ウ ェ ー デ

ン で テ キ ス タ イ ル を 学 んだ 。 身 の 回 り の 自 然 の 現象 や 断 片 な ど を 主 な モ チー フ に 、 布 や 糸 を 使 っ た作 品 を 制 作 し て い る 。　
ま た 、 関 連 イ ベ ン ト と

し て 、 オ リ ジ ナ ル エ コ バッ グ を 作 る ワ ー ク シ ョ ップ も 実 施 。 日 時 は

2 2日 午

前

1 0時 か ら 正 午 ま で 。 二

人 が 描 い た 鳥 や 虫 の 一 部が プ リ ン ト さ れ た エ コ バッ グ に 装 飾 を 施 す 。 定 員は ８ 人 （ 先 着 順 ） で 、 材料 費 の ８ ０ ０ 円 が 必 要 。参 加 希 望 者 は 同 セ ン タ ー
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

３

３ ３ ３ ） へ 電 話 で 申 し 込む こ と 。

ー ン と 刺 繍 の 作品 制 作 を 独 学 で始 め 、 山 口 県 に活 動 拠 点 を 移 した 。

1 3年 に は 第

５ 回 や ま ぐ ち 新進 ア ー テ ィ ス ト大 賞 に お い て 審査 員 賞 を 受 賞 した 。　
一 方 、 愛 知 県

Ｆ Ｐ 協 会 が セ ミ ナ ー
資 産 運 用 ・ 投 資 を 無 料 で 学 べ る

　
日 本 Ｆ

Ｐ 協 会 山口 支 部 によ る 「 暮ら し と お金 の セ ミナ ー ・ 相談 会 」が 、

2 8日

（ 土 ）  午 前

1 0時 か ら

か ？ 」 が テ ー マ 。 フ ァ イナ ン シ ャ ル プ ラ ン ナ ー の上 級 資 格 「 Ｃ Ｆ Ｐ 」 を 持つ 、 フ ァ イ ナ ン シ ャ ル コン サ ル タ ン ト ・ 西 村 事 務所 の 西 村 卓 司 さ ん が 、

1 0

時

5 0分 ま で 講 演 す る 。 続

い て

1 1時 か ら は 「 少 額 で

も で き る 不 動 産 投 資 〜 ＲＥ Ｉ Ｔ （ 不 動 産 投 資 信託 ） を 活 用 し た 利 回 り 重視 の 運 用 」 と 題 し 、 県 金融 広 報 ア ド バ イ ザ ー も 務め る フ ァ イ ナ ン シ ャ ル プラ ン ナ ー の 早 川 一 敏 さ んが 話 す 。 定 員 は 各

3 0人 で

参 加 は 無 料 。 ど ち ら か 一方 だ け の 聴 講 も 可 能 だ 。

　
ま た 、 午 前

1 0時 か ら と

1 1時 か ら の ２ 回 、 各 ２ 組
限 定 で 個 別 相 談 会 も 実 施さ れ る 。  〝 お 金 〞 に 関 する 全 般 を 相 談 で き る 。　

セ ミ ナ ー ・ 相 談 会 と も
事 前 申 し 込 み が 必 要 。 希望 者 は 、 電 話 （ ０ １ ２ ０

－

８ ７ ４

－

０ ０ ９ ） ま た

は メ ー ル （

ya
maguchi_

bb
@jafp.or.jp

） で 、 聴 講

希 望 セ ミ ナ ー 名 ・ 代 表 者氏 名 ・ 電 話 番 号 ・ メ ー ルア ド レ ス ・ 参 加 人 数 を 伝え る か 、 ウ ェ ブ サ イ ト（

https://
w

w
w.jafp.or.jp/

shibu/ya
maguchi ） か ら

申 し 込 む 。

2 8日

1 1時

5 0分 ま で 、 防 長 苑

（ 山 口 市 熊 野 町 ４ ） で 開
催 さ れ る 。　

セ ミ ナ ー は ２ 本 。 一 つ
目 は 「 資 産 運 用 の 常 識 ・非 常 識 〜 私 は こ う 思 い ます 。 貴 方 は い か が で す
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 １ 行 記 事　 県 （ こ ど も 政 策 課 ） は 、 ふ る さ と 納 税 同 様 税 の 優 遇 措 置 が 受 け ら れ る 「 や ま ぐ ち 子 ど も ・ 子 育 て 応 援 フ ァ ン ド 」 へ の 寄 付 を 、 ３ １ 日 （ 火 ） ま で 募 っ て い る 。

竹 田 充 志 副 会 長 （ 右 ） に 寄 付 金 を
渡 す 山 岸 秀 雄 副 館 長

山 口 東 北 人 会 に 寄 付
大 殿 地 域 ４ 団 体  「 チ ー ム  Ｏ Ｉ Ｄ Ｅ Ｍ Ａ Ｓ Ｅ 」

　
山 口 市 の 大 殿 地 域 に あ

る 文 化 施 設 を 管 理 、 運 営し て い る Ｎ Ｐ Ｏ ４ 団 体 でつ く る 「 チ ー ム Ｏ Ｉ Ｄ ＥＭ Ａ Ｓ Ｅ 」 が ４ 月

2 8日 、

山 口 東 北 人 会 （ 服 部 俊 子会 長 ） に 寄 付 金 ３ 万 ５ 千円 を 贈 呈 し た 。　
原 資 は 、 今 年 ３ 月 に チ

ー ム Ｏ Ｉ Ｄ Ｅ Ｍ Ａ Ｓ Ｅ で協 力 開 催 し た 催 し 「 桜 めぐ り ＆ 小 路 め ぐ り 」 の 売上 金 で 、 そ の 一 部 を 寄 付金 に 充 て た 。 Ｃ ・ Ｓ 赤 れん が で の 贈 呈 式 で は 、 チー ム Ｏ Ｉ Ｄ Ｅ Ｍ Ａ Ｓ Ｅ の事 務 局 を 担 当 す る 山 岸 秀雄 同 館 副 館 長 が 、 山 口 東北 人 会 の 竹 田 充 志 副 会 長に 寄 付 金 を 手 渡 し た 。

　 「 チ ー ム 」 を 構 成 す るの は 、 こ ど も ス テ ー シ ョン 山 口 （ 運 営 施 設

：

Ｃ ・

Ｓ 赤 れ ん が ）  、 歴 史 の 町山 口 を 甦 ら せ る 会 （ 同 山口 市 菜 香 亭 ）  、  「 山 口 ま ちづ く り セ ン タ ー 」  （ 同 山口 ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ンタ ー ）  、 大 路 小 路 ま ち ・ひ と づ く り ネ ッ ト ワ ー ク（ 同 十 朋 亭 維 新 館 ） の ＮＰ Ｏ ４ 団 体 。 ２ ０ ０ ８ 年の 結 成 以 来 、 各 施 設 を 回遊 す る 「 桜 め ぐ り ・ お 茶め ぐ り 」  、  「 日 本 の ク リ スマ ス は 山 口 か ら 」 に ち なん だ イ ベ ン ト 、 東 日 本 復興 支 援 コ ン サ ー ト な ど 開催 。 同 地 域 の 活 性 化 に 協力 し て 取 り 組 ん で い る 。

　
一 方 、 山 口 東 北 人 会

は 、

1 1年 ３ 月

1 1日 に 発 生

し た 東 日 本 大 震 災 で 甚 大な 被 害 を 受 け た 〝 ふ る さと 東 北 〞 の た め に で き るこ と を し よ う と 、 県 内 の東 北 出 身 者 や 有 志 に よ って 同 年 ８ 月 に 結 成 。 結 成と 同 時 に 、 山 口 県 漁 協 など か ら 譲 り 受 け た 中 古 船３ 隻 を 東 北 に 寄 贈 し た 。そ し て 、 翌 年 か ら 毎 年
「 被 災 地 に 心 を 寄 せ る 」

た め の チ ャ リ テ ィ ー コ ンサ ー ト 「 絆 」 を 、 ３ 月

1 1

日 頃 に 開 催 。 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 のた め 、

2 0年 と

2 1年 は 中 止

し た が 、 今 年 は 無 観 客 で実 施 。 そ の 様 子 を ユ ー チュ ー ブ で 動 画 配 信
（

https://
w

w
w.youtube.

co
m/

watch?v
=

Rav
wc

B
U8c

Gs ） も し て い る 。

ま た 、 東 北 物 産 展 な ど も行 い 、 被 災 地 の 子 ど も たち に 遊 具 を 贈 る 活 動 な どを 続 け て い る 。 今 回 の 寄付 金 も 同 様 に 、 遊 具 購 入に 充 て ら れ る と い う 。

「 進 化 系 Ｕ Ｋ Ｉ Ｙ Ｏ － Ｅ の 美 」

「 新 版 画 」 萩 美 術 館 で 展 示 中

～ ６ 月

1 9日

　
山 口 県

立 萩 美 術館 ・ 浦 上記 念 館（ 萩 市 平安 古 町 、☎
０ ８ ３

８

－

２ ４

－

２ ４

００ ）で 、 特 別展 「 千 葉市 美 術 館所 蔵

　
新

版 画

　
進

化 系 Ｕ Ｋ

Ｉ Ｙ Ｏ

－

Ｅ の 美 」 が 開 催

さ れ て い る 。 前 期 展 は

2 2

日  （ 日 ）  ま で 。

2 4日  （ 火 ）  か

ら ６ 月

1 9日  （ 日 ）  ま で は 後

期 展 と な る 。　 「 新 版 画 」  と は 、 江 戸 時代 に 流 行 し た 浮 世 絵 版 画の 技 工 や 美 意 識 を 継 承 すべ く 、 大 正 か ら 昭 和 初 期に か け て 制 作 さ れ た 木 版画 を 指 す 。 版 元 、 絵 師 、

彫 師 、 摺 師 に よ る 分 業 制や 高 度 な 木 版 技 法 を 継 承し つ つ 、 そ れ ぞ れ の 画 家が 持 つ 個 性 を 尊 重 す る 芸術 性 の 高 い 木 版 画 を 構 想し て 浮 世 絵 の 出 版 を 行 う
「 版 元 」 だ っ た 渡 邊 庄 三

郎 に よ っ て 生 ま れ た ジ ャン ル だ 。 渡 邉 は 、 オ ー スト リ ア の フ リ ッ ツ ・ カ ペラ リ を は じ め と す る 外 国人 画 家 や 、 伊 東 深 水 、 川瀬 巴 水 、 吉 田 博 と い っ た新 人 画 家 と 手 を 組 み 、 洋画 ・ 日 本 画 な ど の 枠 を 超え た 、 新 し い 時 代 の 斬 新な 作 品 を 次 々 と 生 み 出 した 。　
本 展 は 、 川 瀬 巴 水 や 吉

田 博 に よ る 日 本 の 風 景 や山 村 耕 花 の 役 者 絵 、 フ リッ ツ ・ カ ペ ラ リ 、 小 早 川清 な ど 、 千 葉 市 美 術 館 所蔵 の コ レ ク シ ョ ン か ら 選り す ぐ ら れ た 約 １ ９ ０ 点の 作 品 で 構 成 さ れ て いる 。 新 版 画 の 成 立 か ら 発

展 ま で の 歴 史 を た ど る 展示 内 容 だ 。 ま た 、 期 間 中日 曜 日 の 午 前

1 1時 か ら

は 、 担 当 学 芸 員 に よ る ギャ ラ リ ー ツ ア ー も あ る
（ 要 事 前 申 し 込 み 、 先 着

2 0人 ）  。
　
開 館 時 間 は 午 前 ９ 時 か

ら 午 後 ５ 時 ま で （ 入 館 ４時 半 ま で ）  。 観 覧 料 は 一般 １ ５ ０ ０ 円 、 大 学 ・ 高専 生 １ ３ ０ ０ 円 、

7 0歳 以

上 は １ ２ ０ ０ 円 。

1 8歳 以

下 は 無 料 。　
な お 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス の 感 染 拡 大 防 止 の ため 、 開 館 時 間 の 変 更 や 臨時 休 館 と な る 場 合 が ある 。

希 望 者 は 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 電 話 番 号 、

「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・ 話 題 」 （ 匿 名

で の 紙 面 紹 介 あ り ） を 明 記 し 、 は が き か メ

ー ル （ あ て 先 は 題 字 横 参 照 ） で サ ン デ ー 山

口 「 新 版 画 」 係 へ 。 2 7 日 （ 金 ） 必 着 。 当 選

発 表 は 発 送 に 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

「 新 版 画 　 進 化 系 U KI Y O- E の 美 」
招 待 券 ペ ア 5 組

講 談 ワ ー ク シ  ョ  ッ  プ 、  洞 春 寺 で

神 田 京 子 さ ん が レ ク チ ャ ー2 3 日
　
昨 年 、 第

7 6回 文 化 庁 芸

術 祭 大 衆 芸 能 部 門 優 秀 賞を 受 賞 し た 講 談 師 ・ 神 田京 子 さ ん に よ る ワ ー ク ショ ッ プ 「  『 講 談 』 っ て なに ？ 」 が 、

2 3日  （ 月 ）  午 後

６ 時 半 か ら ８ 時 ま で 、 洞春 寺 （ 山 口 市 水 の 上 町５ ） で 開 催 。 参 加 者 が 募集 さ れ て い る 。 主 催 は 、神 田 京 子 講 談 会 実 行 委 員会 。　
当 日 は 、 講 談 の 歴 史 や

成 り 立 ち 、 楽 し み 方 に つい て 神 田 さ ん か ら 説 明 を受 け た 後 、 レ ク チ ャ ー を受 け な が ら 実 際 に 語 り 口

や 発 声 に も チ ャ レ ン ジ する 。　

こ れ は 、 ６ 月

2 6日

（ 日 ）  に 同 会 が 開 催 す る「 神 田 京 子 講 談 会 イ ン 洞春 寺 」 の 企 画 の 一 環 。 山口 に 住 ん で い る と 、 日 常的 に 講 談 を 聞 く こ と は なか な か 出 来 な い 。 そ こで 、 事 前 に ワ ー ク シ ョ ップ を 通 し て 講 談 に 触 れ てお く こ と で 、 そ の 楽 し み方 や 見 ど こ ろ の ポ イ ン トを 知 っ て も ら お う と 企 画さ れ た 。 さ ら に 、 自 分 が実 践 し て み る こ と で 、 聞く だ け で は わ か ら な い 楽

し さ や 難 し さ も 体 感 で きる と い う 。　
定 員 は

2 0人 （ 先 着 順 ・

要 申 し 込 み ） で 、 参 加 費は １ 千 円 。 同 会 の 新 保 秀子 さ ん は 、  「 講 談 の 新 しい 見 方 や 楽 し み 方 ・ 魅 力を 知 る ま た と な い 機 会 。ぜ ひ 体 験 し 、 そ の 楽 し みを 感 じ て み て 」 と 参 加 を呼 び か け て い る 。 申 し 込み 、 問 い 合 わ せ は 新 保 さん （

０ ９ ０

－

６ ４ １ ２

－ ８ ０ ４ ７ ） へ 。
　
神 田 京 子 さ ん は 、 ２ ０

２ ０ 年 ２ 月 、 山 口 市 内 に移 住 し た 講 談 師 。 １ ９ ９９ 年 、 二 代 目 神 田 山 陽 に入 門 し 、 山 陽 の 死 去 後 は神 田 陽 子 に 師 事 。 ２ ０ １４ 年 真 打 ち に 昇 進 し た 。
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「 E C O X 」 フ ェ ア
■ 1 階 駐 車 場 側 入 口 特 設 会 場
※ 最 終 日 は 午 後 4 時 閉 場
■ 5 月 1 8 日 （ 水 ） ～
　 2 4 日 （ 火 ）
フ  ァ  ッ  シ  ョ  ン  の  街 ・ 神
戸 で 企 画 開 発 さ れ
て い る 「 E C O X 」 。
女 性 を 美 し く 見 せ る
シ  ル  エ  ッ ト  デ  ザ  イ  ン
の  ス ト レ  ッ  チ  パ  ン  ツ
を 多 数 ご 用 意 致 し
ま し た 。E C O X 春 夏
人 気 N O. 1 パ ン ツ も
入 荷 い た し ま す 。

ス リ ッ ポ ン イ タ リ ア 製 マ ス ト ロ ッ ト 社 製 牛 革 

2 1 . 5 ～ 2 8 . 8 c m ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 5 , 4 0 0 円

靴 あ る い と う 期 間 限 定 販 売 会
■ 1 階 エ ス カ レ ー タ ー 横 特 設 会 場
■ 5 月 1 8 日 （ 水 ） ～ 2 4 日 （ 火 ）
※ 最 終 日 は 午 後 4 時 閉 場
シ  ン  プ  ル  な  ス リ ッ ポ  ン  タ イ プ  は  脱  ぎ  履
き も 楽 で 、 普 段 使 い し や す い で す 。
本 革 な の に
軽  量  で  、 足
へ の 負 担 が
少  な  く  、 長
時 間 歩 い
て も 疲 れ に
く い  で  す  。

【 告 知 】 ラ ラ ち ゃ ん オ ー ダ ー メ イ ド
　 　 　 ラ ン ド セ ル 受 注 会
■ 1 階 特 設 会 場
■ 5 月 2 8 日 （ 土 ） 、2 9 日 （ 日 ） 
※ 午 後 5 時 閉 場

2 0 2 3 ラ ン ド セ ル 販 売 会
■ 4 階 こ ど も 服 売 場
■ 好 評 開 催 中
ラ  ン ド  セ  ル  は  入
学 か ら 卒  業 ま で
の 小 学 校 生 活
の 大 切 な パ ー ト
ナ  ー  。 お  気  に  入
り  の  ラ  ン ド  セ  ル
を 、 ぜ ひ 山 口 井
筒  屋  で  お  探 し く
だ さ い ま せ 。

父 の 日 プ  レ  ゼ  ン ト フ ェ ア
◎ 全 館

s
u

m
m
er 

m
o

d
e

サ マ ー モ ー ド ◎ 5 月 3 1 日 （ 火 ） ま で  ◎ 全 館

お 父 さ ん を お し ゃ れ に カ ッ コ よ く ！！
好 適 品 を 全 館 に て 取 り 揃 え て お り ま す 。

上 質 な 綿 糸 で 織 り 上 げ た コ ッ ト ン ロ ー ン 素 材 を 使
用 。 日 本 産 す ず ら ん の 花 と 葉 か ら 抽 出 し た 染 料 を
一 部 使 用 し て 染 め た ボ タ ニ カ ル 生 地 の 爽 や か な
夏 ら し い 商 品 で す 。

■ 2 階 婦 人 服 売 場
す ず ら ん 染 め ブ ラ ウ ス

〈 ヒ ュ ー マ ン ウ ー マ ン 〉

コ ッ ト ン 1 0 0 % M サ イ ズ 　
・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 5, 4 0 0 円

す ず ら ん 染 め ス カ ー ト
コ ッ ト ン 1 0 0 % M サ イ ズ

・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 8, 7 0 0 円
ハ  ッ ト
ポ リ エ ス テ ル 1 0 0 % ウ オ ッ シ ャ ブ ル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8, 8 0 0 円

ツ  ー  ト  ン  カ  ラ  ー  で  お  し  ゃ  れ  に  。 カ  ッ
ト ソ ー 素 材 な の で 快 適 な 着 心 地 で
す 。“ ナ チ ュ ラ ル ” と “ 上 品 さ ” の バ
ラ ン ス が 丁 度 よ く 、 こ の 夏 に 大 活 躍
し て く れ  る ワ ン ピ  ー  ス で  す  。

■ 3 階 婦 人 服 売 場
ワ ン ピ ー ス

〈 サ ン ・ フ ェ ル メ ー ル 〉

イ タ リ ア 製 9 号 1 1 号 
綿 1 0 0 % ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 4, 2 0 0 円

帽 子 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4, 8 4 0 円

接 触 冷 感 の あ る 生 地 を 使 用 。 掌
側 に は す べ り ど め が 付 い て い る
の で 、 ス マ ホ 操 作 も 楽 で す 。

■ 1 階 
シ ー ズ ン
雑 貨 売 場

手 袋

〈 サ ン エ ー ス 〉

ピ  ン  ク ・ ベ  ー  ジ  ュ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2, 7 5 0 円

余 分 な 皮 脂 や 汗 を す ば や く 吸 着 し 、 お 肌 を サ ラ
サ ラ に し て く れ る 夏 季 限 定 パ ウ ダ ー が 今 年 も 登
場! マ ス ク に 色 が 付 か な い 「 無 色 タ イ プ 」 で 、 心
地 よ い ひ ん や り 感 と 爽 や か な ミ ン ト の 香 り で 、
使 う 度 に 気 分 を リ フ レ ッ シ ュ さ せ て く れ ま す 。

■ 5 階 
ハ ウ ス オ ブ
ロ ー ゼ
ア ミ ュ  ー  ル  シ  フ ォ ン  
ク ー ル ル ー セ ン ト
パ ウ ダ ー

〈 ハ ウ ス オ ブ ロ ー ゼ 〉

9 g 2, 2 0 0 円

ソ ー ダ ス ト リ ー ム 史 上 初 と な る シ リ ン ダ ー ク
イ ッ ク コ ネ ク ト を 採 用 。 シ リ ン ダ ー を 片 手 で セ ッ
ト 可 能 な 新 技 術 で 、 わ ず か 2 秒 で 取 り 付 け 可 能! 
ス タ イ リ ッ シ ュ な マ ッ ト 感 の あ る デ ザ イ ン で す 。

■ 5 階 リ ビ ン グ 売 場
テ ラ ・ ス タ ー タ ー キ ッ ト

〈  ソ  ー  ダ  ス ト リ  ー  ム  〉

・・・・・・・・・・・・ 1 5, 4 0 0 円 テ  ー  マ  は 【 F  U  N F U N PI C N I C 】 【 ア ス レ
ジ ャ ー ス タ イ ル 】 。 男 の 子 が 好 き な 恐 竜 は ス
パ ン コ ー ル を 取 り 入 れ デ ザ イ ン 性 と 遊 び 心 の
あ る ア イ テ ム  。 「 丘 の 上 の テ ラ ス 」 プ リ ン ト は
透 け 感 が あ り 夏 の お 出 か け に ぴ っ た り で す 。

■ 4 階 ハ ッ カ キ ッ ズ
T  シ  ャ  ツ ・ 恐  竜

〈 h a k k a ki d s 〉

1 0 0 c m ～ 1 3 0 c m

ブ ラ ウ ン / ネ イ ビ ー

3, 9 6 0 円
パ ン ツ
1 0 0 c m ～ 1 3 0 c m

カ ー キ / ブ ラ ッ ク

4, 9 5 0 円
キ ャ ミ ソ ー ル ・ 丘 の 上 の テ ラ ス
1 1 0 c m ～ 1 3 0 c m 6, 9 3 0 円
キ  ュ  ロ  ッ ト
1 1 0 c m ～ 1 3 0 c m 5, 9 4 0 円

美 ・ 食  館  ま  つ  り
5

木1 9
5

日2 2→ ■ 地 階  美 ・ 食 館 、 1 階  和 洋 菓 子 売 場4 日 間 の お 買 得 情 報 ！！

+

山 口 井 筒 屋 LI N E 

同 時 新 規 登 録 で

1 0 0 ポ イ ン ト
プ レ ゼ ン ト!

衣 料 品 ・ 靴 下 取 り キ ャ ン ペ ー ン 開 催 中
引 取 り 期 間

引 取 り 場 所

２ ０ ２ 2 年 ５ 月 １ 1 日 （ 水 ） ～ ２ 2 日 （ 日 ）
婦 人 靴 ・ 紳 士 靴 ◎ １ 階 婦 人 靴 ・ 紳 士 靴 売 場 レ ジ カ ウ ン タ ー

婦 人 服 ◎ ２ 階 婦 人 肌 着 売 場 前 特 設 コ ー ナ ー
紳 士 服 ・ こ ど も 服 ◎ ４ 階  中  央 レ ジ カ ウ ン タ ー

ご 家 庭 で 眠 っ て い る 、 お 洋 服 （ 婦 人 服 ・ 紳 士 服 ・ こ ど も 服 ）・ 靴 （ 婦 人 靴 ・ 紳 士 靴 ） を
下 取 り し ま せ ん か 。 婦 人 服 ・ 紳 士 服 ・ こ ど も 服 ・ 靴 （ 婦 人 靴 ・ 紳 士 靴 ） を 購 入 い た だ
け る 5 0 0 円 ク ー ポ ン 券 を １ 点 に つ き １ 枚 進 呈 い た し ま す 。

山 口 井 筒 屋 H P ．LI N E ． イ ン ス タ グ ラ ム に て 随 時 配 信 ！！

品 の 良 い シ ア ー 感 と 光 沢 を 持 つ
オ ー ガ ン ジ ー 素 材 を 使 用 。 A ラ イ
ン に 広 が る フ レ ア シ ル エ ッ ト で 柔
ら か な 印 象 に 。

■ 2 階 婦 人 服 売 場
オ ー ガ ン シ ー ス ル ー ブ ラ ウ ス

〈 S NI D E L 〉

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2, 1 0 0 円

ポ リ エ ス テ ル 1 0 0 ％ 　
G R S 認 証 を 取 得 し た 再 生 ポ リ エ ス テ ル を
5 0 ％ 以 上 含 み 、 使 用 後 の ペ ッ ト ボ ト ル や 紡 績
工 程 上 の 廃 棄 物 を 含 む 1 0 0 ％ リ サ イ ク ル 素 材
を  使  用  。 全  ４  色 ： オ  フ  ホ  ワ  イ  ト ・ モ  カ ・ ド  ッ  ト ・ フ  ラ
ワ ー 柄

開 催 中

今 が 美 味 し い 「 涼 」 ＆ 「 旬 」 の 味 「 抹 茶 」 銘 菓 撰

「 両 口 屋 是 清 」 限 定 販 売 会

美 ・ 食  館  ま  つ  り
今 が 美 味 し い 「 涼 」 ＆ 「 旬 」 の 味

お 好 み の つ け ダ レ と 薬 味 で お 召 し 上 が り く だ さ い 。

涼 と い え ば
「 す い か 」 。

お 野 菜 た っ ぷ り ひ や し 宇 治 抹 茶 そ ば で す 。

キ ラ キ ラ 輝 く 夏 の 陽 射 し が 良 く
似 合 う 涼 し げ な 味 わ い で す 。

洋 酒 不 使 用 。 国 産 果 実 を 使 用 し た 瑞 々 し
い さ わ や か な 味 わ い は 、 夏 の 風 物 詩 で す 。

瀬 戸 内 銘 菓 「 母 恵
夢 」 と 1 5 0 年 の 歴
史 「 宇 治 園 」 の コ
ラ  ボ レ  ー  シ ョ ン  。

生 地 に も 餡 に も
宇 治 抹 茶 を 使 用
し た 深 い 香 り と
味 わ い で す 。

北 海 道 産 白 小 豆 に 抹 茶 を 混 ぜ
た 抹 茶 あ ん の ぎ お ん 太 鼓 で す 。

生 地 と ク リ ー ム に 石 臼 挽 き 抹 茶 「 菊
の 白 」 を 使 用 し た 限 定 ぶ っ せ で す 。

「 よ も 山 、 旅 ま く ら 、 志 な の 路 」 人 気 の
高 い 三 つ の 味 わ い を 詰 合 せ ま し た 。

可  憐 な 花 を 想 わ せ る 、 紅 白 一
対 の 和 三 盆 糖 の 干 菓 子 で す 。

〈 精 肉 コ ー ナ ー 〉

国 産 豚 ロ ー ス
冷 し ゃ ぶ  用
1 0 0 ｇ

・・・・・・・・・・ 1 9 8 円

〈 精 肉 コ ー ナ ー 〉

国 産 黒 毛 和 牛
も も 冷 し ゃ ぶ  用
1 0 0 ｇ

・・・・・・・・・ 9 8 0 円

〈 青 果 コ ー ナ ー 〉

熊 本 県 産 他 
カ  ッ ト  す  い  か
1 / 8 カ ッ ト

・・・・ 4 9 9 円

〈 グ リ ー ン グ  ル メ 〉

サ ラ ダ 宇 治 抹 茶 そ ば
１ パ ッ ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 8 0 円

〈 山 み ず 季 〉

だ し 巻 き 入 り
冷  や し ぶ っ か  け う ど  ん
１ パ ッ ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 8 0 円

〈 笹 屋 伊 織 〉

涼 の 晴 風 ４ 個  入 ・・・・・・・・ 1 ,0 8 0 円

〈  メ リ  ー  〉

果 樹 園 倶 楽 部
８ 個  入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 ,1 6 0 円

〈 モ ロ ゾ フ 〉

フ ル ー ツ オ ブ フ ル ー ツ
６ 個  入 ・・・・・・・・・・・・・・・ 2 ,1 6 0 円

〈 母 恵 夢 〉

ベ ビ ー ポ エ ム
抹 茶
６ 個  入 ・・・・・・・・ 6 0 5 円

〈 一 六 本 舗 〉

ひ と 切 タ ル ト
宇 治 抹 茶
１ 個 ・・・・・・・・・・・ 1 5 2 円

〈 湖 月 堂 〉

抹 茶 ぎ お ん 太 鼓
１ 個 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 5 2 円

〈 神 戸 風 月 堂 〉

神 戸 ぶ っ せ 濃 い 抹 茶
１ 個 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 6 2 円

〈  キ ョ ー  ワ  ズ コ  ー ヒ  ー  〉

抹 茶 ワ ッ フ ル セ ッ ト （ コ ー ヒ ー 付 ）
１ 人  前 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 9 3 円

〈 両 口 屋 是 清 〉 銘 菓 詰 合 せ

・・・・・・・・・ 1 ,0 8 0 円［ 数 量 限 定 ］

二 人 静 ス タ ン ド パ ッ ク
〈 両 口 屋 是 清 〉

・・・・・・ 8 1 0 円［ 数 量 限 定 ］

■ ５ 月 １ ９ 日 （  木  ） ～ ２ ２ 日 （ 日 ）
■ １ 階  特  設 コ ー  ナ  ー

日 替 り ご 奉 仕 品 も 多 数 ご 準 備 い た し て お り ま す 。

「 両 口 屋 是 清 」 限 定 販 売 会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 5 21 5 21 5 21 5 2 円円 １ 個１ 個１ 個 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 6 21 6 21 6 21 6 2 円円 １ 人  前１ 人  前１ 人  前

〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉〈 両 口 屋 是 清 〉 銘 菓 詰 合 せ銘 菓 詰 合 せ銘 菓 詰 合 せ銘 菓 詰 合 せ銘 菓 詰 合 せ銘 菓 詰 合 せ銘 菓 詰 合 せ

11 0 8 00 8 00 8 0

■ ５ 月 １ ９ 日 （  木  ） ～ ２ ２ 日 （ 日 ）
■ １ 階  特  設 コ ー  ナ  ー

1 6 3 4 年 （ 寛 永 1 1

年 ） 創 業 の 愛 知 ・ 名

古 屋 を 代 表 す る 老

舗 「 両 口 屋 是 清 」 。

ま ご こ ろ を 込 め た 伝

統 の 銘 菓 を 限 定 販

売 い た し ま す 。

「 涼 」

「 涼 」  ス イ ー ツ

喫 茶 で お 楽 し み く だ さ い 。

各 メ ー カ ー よ り 続 々 入 荷 中 ！フ ル ー ツ ゼ リ ー

1 点 ず つ 手 編 み で 仕 上 げ た ふ ん わ り と 優 し
い 雰 囲 気 と 、 唯 一 無 二 の 特 別 感 が 魅 力 で す 。

■ 1 階 
ハ ン ド バ ッ グ 売 場
ト ー ト バ ッ グ

〈  ル  ー ト  ー ト  〉

表 地 ： ペ ー パ ー
裏  地 ： ポ  リ  エ  ス  テ  ル  
W 4 2 × H 3 2 × D 1 4 c m 
持 ち 手 4 0 c m

・・・・・・・・・・・ 4, 6 2 0 円

● 本 広 告 の 表 示 価 格 は 、 新 税 率 適 用 後 の 消 費 税 に 基 づ き 掲 載 し て お り ま す 。 　 ● 商 品 の カ ラ ー は 、 撮 影 ・ 印 刷 の 関 係 で 実 際 の 色 と 異 な っ て 見 え る 場 合 が ご ざ い ま す 。 　 ● 掲 載 商 品 （ 素 材 ・ 色 ・ サ イ ズ な ど ） は 、 数 に 限 り が あ る 場 合 が ご ざ い ま す 。 品 切 れ の 際 は ご 容 赦 く だ さ い 。 ● 2 0 歳 以 上 の 年 齢 で あ る こ と が 確 認 で き な い 場 合 に は 酒 類 の 販 売 は い た し ま せ ん 。

h t t p s: / / w w w.i z u t s u y a. c o.j p

［ 営 業 時 間 ］1 0 ：0 0 ～ 1 8 ：3 0 

2 0 2 2 年 5 月 1 8 日 ㊌ 号

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


